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環境保全活動のあゆみ
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公害防止組織設置�

都条例に適合する廃液除害施設の設置�

環境アセスメントへの取り組み開始�

フロン委員会発足�

地球環境保全推進室の新設�

「地球を守ろう」キャンペーン始まる�

地球環境委員会発足、環境担当役員決定�

環境ボランタリープラン制定�

環境ボランタリープラン1993年度活動成果報告�

洗浄用特定フロン・トリクロロエタン全廃完了�

「環境調和型企業を目指す」取締役会決定の第一歩として「ISO14001認証取得」を決定�

環境ボランタリープランをISO14001のプランに吸収�

横河電機地球環境委員会再編成�

環境マネジメント基本規程（環境社規）制定�

本社工場、甲府事業所、小峰工場（現横河エレクトロニクス・マニファクチャリング あきる野事業所）の地球環境委員会発足�

本社工場に太陽光発電設置／武蔵野市と防災協定を締結�

環境PR社内報「グリーンタイムズ」発刊�

甲府事業所 ISO14001認証取得�

本社工場、小峰工場（現横河エレクトロニクス・マニファクチャリング あきる野事業所） ISO14001認証取得�

本社工場新本館にコジェネ発電システム（585MW 2基）導入�

YOKOGAWA環境カタログ発刊�

「環境報告書1999」発刊、環境会計を導入・開示�

環境ラベル（タイプ II）導入�

日本経済新聞「第3回環境経営度調査」の製造業部門で第2位にランクされる�

本社工場で埋立廃棄物ゼロ達成�

不特定顧客への納品に対応した国内初の「通いコンテナ」を採用�

「環境報告書2000」発刊、第三者検証を導入�

日中3E（エネルギー、環境、経済）研究院プロジェクトの環境会計モデルに蘇州横河電表有限公司が参画�

YOKOGAWAグループ環境マネジメント基本規程を制定�


